
様式第１号（第５条関係） 

雲南市農業委員会農地利用最適化推進委員 推薦申込書 （個人推薦） 

１被推薦者（推薦を受ける者） 

ふりがな 

氏名 

きすき たろう 

木次 太郎 

性別 男 ・ 女 年齢 ６２ 歳 職業 農業 

住所 雲南市○○町△△ ◆◆番地 

電話番号 ０８５４－○○－○○○○ 

経歴 

年 月 職名・役職名等 

～ 現在 

 

農業 

 

農業経営の状況 

営農形態 専業  ・  兼業  ・  自家消費 

作付面積 自作地 ６，０００ ㎡ 借入地 ３，０００ ㎡ 

主な作物 水稲 7,000㎡、野菜 2,000㎡ 

 

※次の条件で記入例を作成しています。 

推薦を受ける木次太郎さんは、専業農家で長年農業に従事している。 

推薦者である里方二郎さんは、木次太郎さんが居住する自治会の会長を務めており、木次 

太郎さんの人柄等をよく知っていることから個人推薦をした。 

  

表面 

記入例 



２ 推薦者 

ふりがな 

氏名 

さとがた じろう 

里方 二郎 
職業 自営業 

性別 男  女 年齢 ６７ 歳 役職等 
○○自治会会

長 

住所 雲南市○○町△△ ◆◆番地 

電話番号 ０８５４－○○－○○○○ 

推薦する区域 
 ○ ○ 町 

区域番号  ２    

農業委員へ

の推薦状況 

□ 推薦している 

☑ 推薦していない 

推薦理由 

自治会員として積極的に自治会活動に携わり、常に中心的な役割を

果たし、他自治会の人からの信望も厚い人です。また長年にわたり農

業に従事され地域農業に精通しておられることから、農地利用最適化

推進委員として活躍が期待できる。 

雲南市農業委員会 会長 様 

前記１の者を雲南市農業委員会農地利用最適化推進委員として推薦します。 

本推薦申込書記載の推薦者の情報（住所、電話番号以外）を雲南市ホームページ上で公表される

ことに同意します。 

 令和 ８ 年 ３ 月 １０ 日 

（自署） 氏 名   里方 二郎    

 

３ 被推薦者（推薦を受ける者）の同意 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付書類 被推薦者（推薦を受ける者）の本籍の記載がある住民票（発行後３か月以内のもの） 

雲南市農業委員会 会長 様 

私は雲南市農業委員会農地利用最適化推進委員の推薦を受けること及び雲南市が本申込書に

記入された内容並びに資格の有無について確認を行うため、必要に応じて関係機関に調査するこ

とに同意します。また、委員候補者として、本推薦申込書記載の情報（住所、電話番号以外）を

雲南市ホームページ上で公表されることに同意します。 

   令和 ８ 年 ３ 月 １０ 日 

（自署） 氏 名   木次 太郎   

裏面 



様式第２号（第５条関係） 

雲南市農業委員会農地利用最適化推進委員 推薦申込書 （法人又は団体推薦） 

１被推薦者（推薦を受ける者） 

ふりがな 

氏名 

きすき たろう 

木次 太郎 

性別 男 ・ 女 年齢 ６７ 歳 職業 農業 

住所 雲南市○○町△△ ◆◆番地 

電話番号 ０８５４－○○－○○○○ 

経歴 

年 月 職名・役職名等 

～ 現在 

 

農業 

 

農業経営の状況 

営農形態 専業  ・  兼業  ・  自家消費 

作付面積 自作地 ６，０００ ㎡ 借入地 ３，０００ ㎡ 

主な作物 水稲 7,000㎡、野菜 2,000㎡ 

 

※次の条件で記入例を作成しています。 

推薦を受ける木次太郎さんは、専業農家で長年農業に従事している。 

推薦者は、木次太郎さんに地域で委員として活躍していただきたいことから、○○地区振興 

会が団体推薦をした。 

  

表面 

記入例 



２ 推薦者 

ふりがな 

組織の名称 

○○ちくしんこうかい 

○○地区振興会 

ふりがな 

代表者又は管理人の氏名 

やまがた ごろう 

山方 五郎  

主たる事務所の所在地 雲南市○○町△△ ○○番 連絡先 0854-40-○○○○ 

活動の主たる目的 地域づくり・地域福祉・生涯学習 

構成員 
人数 

    ４００ 人 

構成員の資格、要件等 

地区内居住者 

法人、団体等の性格を明

らかにする事項 
地域自主組織 

推薦する区域 
 ○ ○ 町 

区域番号  ２    

農業委員への

推薦状況 

□ 推薦している 

☑ 推薦していない 

推薦理由 

自治会員として積極的に自治会活動に携わり、常に中心的な役割を

果たし、他自治会の人からの信望も厚く、地域においてなくてはならな

い存在の人です。また長年にわたり農業に従事され地域農業に精通し

ておられることから、農地利用最適化推進委員として活躍が期待でき

る。 

雲南市農業委員会 会長 様 

前記１の者を雲南市農業委員会農地利用最適化推進委員として推薦します。 

本推薦申込書記載の推薦者の情報（所在地、電話番号以外）を雲南市ホームページ上で公表され

ることに同意します。 

   令和 ８ 年 ３ 月 １０ 日 

組織名   ○○地区振興会  

（自署） 代表者   会長 山方 五郎   

 

３ 被推薦者（推薦を受ける者）の同意 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付書類 被推薦者（推薦を受ける者）の本籍の記載がある住民票（発行後３か月以内のもの） 

雲南市農業委員会 会長 様 

私は雲南市農業委員会農地利用最適化推進委員の推薦を受けること及び雲南市が本申込書に

記入された内容並びに資格の有無について確認を行うため、必要に応じて関係機関に調査するこ

とに同意します。また、委員候補者として、本推薦申込書記載の情報（住所、電話番号以外）を

雲南市ホームページ上で公表されることに同意します。 

   令和 ８ 年 ３ 月 １０ 日 

（自署） 氏 名   木次 太郎   

裏面 



様式第３号（第６条関係） 

雲南市農業委員会農地利用最適化推進委員 応募申込書 

 

ふりがな 

氏名 

きすき たろう 

木次 太郎 

性別 男 ・ 女 年齢 ６７ 歳 職業 農業 

住所 雲南市○○町△△ ◆◆番地 

電話番号 ０８５４－○○－○○○○ 

経歴 

年 月 職名・役職名等 

～ 現在 

 

農業 

 

農業経営の状況 

営農形態 専業  ・  兼業  ・  自家消費 

作付面積 自作地 ６，０００ ㎡ 借入地 ３，０００ ㎡ 

主な作物 水稲 7,000㎡、野菜 2,000㎡ 

応募する区域 

 ○ ○ 町 

 

区域番号  ２    

農業委員への

応募状況 

□ 応募している 

 

☑ 応募していない 

 

※次の条件で記入例を作成しています。 

木次太郎さんは、専業農家で長年農業に従事している。 

自ら推進委員になりたいと思い応募した。 

 

表面 

記入例 



応募理由 

地域活動を通して多くの人との交流ができていると感じている。長年にわたり農

業に従事し、農業で培ってきた経験を活かし、農地利用最適化推進委員として

雲南市の農業の振興に少しでも貢献できればと思い応募しました。 

 

雲南市農業委員会 会長 様 

私は上記のとおり雲南市農業委員会農地利用最適化推進委員に応募し、雲南市が本申込書に記

入された内容並びに資格の有無について確認を行うため、必要に応じて関係機関に調査すること

に同意します。また、委員候補者として、本推薦申込書記載の情報（住所、電話番号以外）を雲

南市ホームページ上で公表されることに同意します。 

   令和 ８ 年 ３ 月 １０ 日 

（自署） 氏 名   木次 太郎    

 

添付書類 応募者の本籍の記載がある住民票（発行後３か月以内のもの） 

 

裏面 


